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贔よ、卜たま

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
す
こ
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
諸
事
業
を
滞
り
な
く
遂

行
で
き
ま
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
第
２２
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ

ル
フ
大
会
を
熊
谷
市
で
の
開
催
が
決
定
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
原
動

力
と
な
る
本
県
の
登
録
会
員
数
は
、
１
万
２
千
６
４
７
名
。
日
本

協
会
登
録
会
員
数
も
１
万
１
千
２
７
５
名
と
増
加
し
、
全
国
第
３

位
と
な
り
、
県
協
会
設
立
２。
周
年
ま
で
の
日
標
に
、
後

一
歩
と
迫

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
が
多
く
の
人
た
ち
に
愛
好
さ
れ
、
進
展

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
私
た
ち
の
使
命
も
重
大
と
な
り
、
プ

レ
ー
の
技
術
は
も
と
よ
り
、
マ
ナ
ー

・
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
向
上
、　
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
づ
く
り
を
し
て
、
心
の
交
流
、
な
ご
や
か
な

ぬ
く
も
り
を
大
切
に
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
を
日
標
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会

会

長

八

木

岩

男

第
２２
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ

交
歓
大
会
の
開
催
に
向
け
て

呑

委
員

石

井

健

治

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会

で
は
、
創
立
２０
周
年
記
念
行
事
の

一
環

と
し
て
、
関
東
地
区
で
初
の
全
国
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
を
、
熊
谷

市
と
協
議
し
て
、
平
成
２‐
年
に
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

県
協
会
で
は
総
力
を
挙
げ
、
創
意
工

夫
に
よ
り
、
全
国
よ
り
参
加
さ
れ
る
選

手
の
立
場
で
、
プ
レ
ー
も
選
手
間
の
心

溢
れ
る
交
流
も
、
参
加
し
て
良
か

っ
た

と
い
わ
れ
る
大
会
を
目
指
し
、
ま
た
関

東
平
野
の
風
土
や
雰
囲
気
、
習
慣
に
も

ふ
れ
て
頂
く
大
会
に
す
る
た
め
、
会
場

も

″彩
の
国
″
の
特
徴
を
、
も

っ
と
も

よ
く
表
し
た
広
大
な
施
設
を
誇
る

「熊

谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
と
し
、
平
成
１９

年
度
よ
り
準
備
を
進
め
る
事
と
致
し
ま

し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
全
国
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ
ル
フ

交
歓
大
会
の
運
営
に
万
全
を
期
す
た
め

に
、
平
成
２０
年
に
、
同
じ
規
模
の
プ
レ

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
大
会

の
内
容
は
左
記

の
通
り
で

す
。

記

１
、
大
会
会
期
　
平
成
２‐
年
９
月
４
日

～
６
国
（金
～
日
曜
日
）

２
、
会

場

名熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

大
会
規
模
　
標
準

コ
ー
ス

２。
コ
‐
ス
、

‐６。
ホ
ー
ル
を
設
置

参
加
者
　
１
９
２
０
名

４
、
大
会
概
要

競
技
場
と
し
て
、
陸
上
競
技
場
、

補
助
競
技
場
、
多
日
的
広
場
、
投
て
き

場
に
２０
コ
‐
ス
、
６。
ホ
ー
ル
を
設
置

２４
ホ
‐
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
と
し
て

６
人
編
成
。

大

〈六
　
日
　
程

１
日
目
　
開
会
式
９
時
～
１０
時

交
歓
大
会
　
１０
時
３０
分
～
１５
時
４。
分

２
日
日
　
一父
流
大
会

９
時
３。
分
～
Ｈ
時
１０
分

表
彰
式
　
１２
時
３。
分
～
１３
時
３。
分

０
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催
に
つ
い
て

０
期
日
　
２。
年
９
月
６
日

（土
）

（高
校
総
体
開
催
の
た
め
変
更
も
あ

り
う
る
）

②
場
所
　
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

陸
上
競
技
場
、
補
助
競
技
場

投
て
き
場
、
多
日
的
広
場
　
ド
ー
ム

③
参
加
人
員
　
１
９
２
０
人

④
参
加
費
　
１
０
０
０
円

Ｕ
競
技
　
①
個
人
戦
　
②
市
町
村
別

団
体
戦

（６
人
編
成
）

⑥
競
技
　
２４
ホ
‐
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

０
役
員

・
委
員
は
全
国
交
歓
大
会
編
成

で
実
施

③
参
加
対
象
を
関
東
地
区
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
。
（
５
０
０
名
程

度
）

⑨
大
会
ス
ケ
ジ

ュ
ー
レ

受
　
　
付
　
８
時
～
９
時

開

〈
本
式
　
９
時
３。
分
～
９
時
５０
分

交
歓
大
会
　
１０
時
２０
分
～
１６
時

開

〈本
式
　
１６
時
～
１６
時
３。
分
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同
行
記

広
報
委
員

広
瀬
徳
子

１
月
２８
日
（日
）
、

２９
日
（月
）
の
２
日
間
に
亘
り
、

‐８
年
度
の
新
春
大
会
が
温
暖
な
千
葉
県
鴨
川
市
と

長
生
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ｌ

目

目

早
朝
、
県
内
各
地
よ
リ
バ
ス
７
台
に
分
乗
し
て

鴨
川
に
向
け
て
出
発
。
Ｈ
時
頃
に
次
々
と
会
場
の

市
営
陸
上
場

・
サ
ツ
カ
ー
場
に
到
着
し
、
ア
ツ
ア

ツ
の
う
ど
ん
と
お
寿
司
の
昼
食
を
頂
き
、

４。
ホ
‐

ル
の
ゲ
ー
ム
開
始
を
待
つ
。

旅
の
疲
れ
は
ゲ
ー
ム
で
―
　
ク
ラ
ブ
を
握
れ
ば

そ
ん
な
も
の
は
吹
き
飛
ぶ
―
　
気
持
の
高
ぶ
る
様

子
が
顔
に
現
れ
て
、
開
会
式
の
挨
拶
も
競
技
説
明

も
身
に
入
ら
ぬ
様
子
。

手
入
れ
の
よ
く
行
き
届
い
た
直
麗
芝
の
競
技
場

と
草
ま
じ
り
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
は
打
ち
方
も
変
わ

る
筈
ｃ
仲
々
の
難
コ
ー
ス
だ
な
と
考
え
な
が
ら
ス

タ
ー
ト
地
点

へ
向
か
う
．^

１
打
目
は
ロ
ン
グ

コ
ー
ス
の
５。
ｍ
、
‐
打
Ｌ
は

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
が
良
い
な
―
と
思
っ
た
り
し
て

い
る
う
ち
、
も
う
ワ
ン
が
出
た
の
声

）^
焦
り
の

一

打
は
ホ
ー
ル
に
３
ｍ
手
前
、
結
局
は
３
打
と
無
難

な
が
ら
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
、
宴
会
で
の
角
逐
の

の
ど
自
慢
、
グ
ル
ー
プ
で
の
ダ
ン
ス
な
ど
な
ど
。

な
ん
と
も
楽
し
い

一
夜
で
し
た
。

２

日

目

バ
ス
に
乗
り
込
み
、
長
年
町
の
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
パ
ー
ク

ヘ
移
動
、
昨
Ｈ
に
較
べ
て
気
温
差
５

度
ｃ
さ
す
が
に
九
十
九
里
の
海
岸
と
な
れ
ば
防
風

林
を
突
き
抜
け
る
風
も
冷
た
く
、
ク
ラ
ブ
を
握
る

指
先
も
凍
え
る
。
ホ
ー
ル
は
自
然
の
微
妙
な
起
伏

に
富
ん
だ
サ
ッ
カ
ー
場
で
、
芝
は
ベ
ン
ト
ン
芝
と

か
で
緑

一
色
に
染
め
上
げ
た
よ
う
な
場
所
ｃ
少
し

ネ
バ
ッ
コ
イ
感
じ
が
あ
っ
た
。
で
も
素
晴
ら
し
い

コ
ー
ト
だ
。

こ
こ
で
も
４。
ホ
‐
ル
の
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
予

定
の
１２
時
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
に
終
了
。
し
か
し
こ
れ

か
ら
は
事
務
局
の
出
番
。
昼
食
抜
き
で
の
集
計
、

開
会
式
ま
で
わ
ず
か
な
時
間
を
、
フ
ル
活
動
、
忙

し
く
て
も
手
伝
い
は
無
理
１
　
２
日
間
の
８。
ホ
‐

ル
の
集
計
だ
も
の
。

閉
会
式
は

一
寸
手
狭
で
超
満
員
の
ホ
ー
ル
。
こ

れ
だ
け
は

一
寸
頂
き
兼
ね
ま
す
ね
―
　
不
平
が

チ
ョ
ビ
リ
聞
こ
え
る
の
も
仕
方
な
い
か
―

帰
り
の
バ
ス
で
は
疲
れ
が
で
た
の
か
、
言
葉
少

な
か

っ
た
が
、
途
中
の
海
産
物
店
で
、
お
上
産
は

し
っ
か
り
買
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
帰
宅
は
８
時

過
ぎ
か
な
―

「楽
し
く
な
け
れ
ば
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ

で
は
な
い
一
の
楽
し
い
２
日
間
で
し
た

イ科
毒
手
公
〓
蜃^
埴
（表

優
　
一ｆ
　
口三
　
　
一」尾

一

準
優
勝
　
西
森
　
義
孝

第
三
位
　
石
．^

）
健
治

１
７
２
　
　
一
一趣
一

１
７
９
　
　
熊
谷
市

１
８
１
　
　
深
谷
市

Ｇ
Ｇ
を
始
め
て
４
年
目
。
初
め
て
こ
の
大
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
そ
の
も

の
は
時
の
運
と
考
え
て
、
こ
の
会
で
は
県
内
各
地

の
人
と
親
睦
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
一
泊
す
る
こ
と
で
バ
ス
の
中
、

宴
会
の
席
、
部
屋
の
仲
間
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き

方
を
聞
き
、
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

は
自
分
た
ち
の
糧
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
様
な
機
会
に
は
、
で
き
る

だ
け
多
く
参
加
す
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
春
交
歓
大
会
で
の

一
言

―
―
―

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た

―
―
―

広
報
委
員
　
長

島

貞

子

●
　
連
続
参
加
し
て
い
る
人

。
何
同
か
参
加
し
て

い
る
人
。
１
日

ヽ
ｏ
ホ
ー
ル
計
８。
ホ
ー
ル
で
き
た

こ
と
は
、
や

っ
た
―
と
い
う
達
成
感
を
感
じ
る
。

最
後
の
方
は
少
し
疲
れ
を
お
ぼ
え
た
が
ｉ
。

②
　
初
参
加
の
人

コ
ー
ス
が
難
し
か
っ
た
ｃ
で
も
や
り
が
い
の
あ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
で
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

２
個
所
で
も
い
い
が
、
移
動
の
時
間
が
少
な
い
方

が
い
い
３
お
天
気
が
心
配
だ

っ
た
が
．ブ
レ
ー
で
き

て
よ
か
っ
た
　
来
年
も
参
加
し
ま
す
。

Ｏ
　
宴
会
の
時
、
地
区
ご
と
に
ま
と
め
て
ほ
し
い
Э

は
な
れ
ば
な
れ
に
な

っ
た
の
で
。
朝
食
は
バ
イ
キ

ン
グ
式
で
な
く
て
よ
か
っ
た
。

帥瀬

藤
「鮮

野

嶋

コ

翻
調

鋼

珈

御夫婦仲良く
同じホー′してホーrじ ィン !

名 ポめてこう!

に
ま
と
め
た
も
の
の
、
狙
い
は
あ
く
ま
で
も
ホ
ー

　

第
四
位
　
野
本
　
美
明

ル
イ
ン
ワ
ン
。
（み
ん
な
も
そ
う
だ
と
思
う
が
…
ご
　
　
第
五
位
　
藤
沢
　
浩
昭

本
日
の
参
加
者
は
３
０
７
名
プ
ラ
ス
事
務
局
５

　

第
六
位
　
八
木
　
岩
男

名
。
そ
れ
に
し
て
も
小
雨
の
予
報
が
暖
か
い
日
射

　

第
七
位
　
土同
木
　
昭
子

し
に
恵
ま
れ
、
好
成
績
続
出
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
八
位
　
鈴
木
　
敏
男

４０
ホ
‐
ル
の
長
Ｆ
場
を
終
え
て
、
ホ
テ
ル

「
二

　

第
九
位
　
古
村
富
Ｌ
夫

同
月
」
に
向
か
う
バ
ス
の
中
で
は
、
タ
ラ
、
レ
バ
　
　
第
十
位
　
赤
岩
　
　
功

１
８
６
　
　
騎
西
町

１
９
０
　
　
熊
谷
妻
沼

１
９
１
　
　
熊
谷
市

１
９
１
　
　
深
谷
市

１
９
２
　
　
草
加
市

１
９
３
　
　
深
谷
市

１
９
３
　
　
熊
谷
市

づ
く
り
に
楽
し
い
三
上
佳
志

。
康
子
さ
ん
の
御
夫

婦
。
ま
ず
奥
さ
ん
が
決
め
れ
ば
、
旦
那
の
佳
志
さ

ん
後
か
ら
や
っ
て
来
て
、
こ
こ

一
番
と
気
合
い
を

人
れ
れ
ば
鈴
の
音
、
と
ま
リ
ー
な
ん
と
も
楽
し
い

御
夫
婦
か
な
―
―
―
。
（ふ
じ
み
の
市
　
大
丼
）

前
が

「
男
」
と

「
子
」
の

一
字
違
い
の
和

さ
ん
御
夫
婦
。
生
ま
れ
年
ま
で
ご

一
緒
と

は
―

そ
し
て
５
番
ホ
ー
ル
で
共

に
ホ
ー
ル
イ

ン

フ
ン
　
一）く
ラ
キ
）司
´́
７
祖
一
い、
血
〈シ^
），れ
を
鷹
」
―
ア
ヽ

｝
一
一、
「
一ヽ
　
，、１
丁

つ́
一二
↑
一〓

つヽ
‐
）レイ
ヽ
〓
一ｒ”
ルこ
′ん
‐

島
和
男

・
和
′す
き
た
の
御
夫
婦
　
今
回
が
初
参

加
と
か
―

（大
宮
市
）

　

）
（文
貢
　
古
谷
）
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藤
ロ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
一ル
フ
場
を
訪
ね
て

広
報
委
員
　
古
谷

１

′二
::霧

ジ嚇
⑫
環

|ヽ:||11

"1

１０
年
前
に
　

一
た
日
も
風
の
強
い
Ｈ
だ

っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。
上
州
の
牢

っ
風
が
、
利
根
川
を

渡

っ
て
村
落
を
吹
き
抜
け
て
、
何
時
も
は
午
後
３

時
過
ぎ
ま
で
、
高
齢
者
の
遊
び
場
？
的
な
Ｇ
Ｇ
場

に
は
人
の
気
配
は
な
か
っ
た
。
春
は
グ
リ
ー
ン

一

色
に
染
め
上
げ
た
よ
う
な
Ｇ
Ｇ
場
も
、
茶
色
の
枯

芝
、
起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ト
も
今
日
は
寒
々
と
し

た
風
影
だ

っ
た
（

休
憩
所
の
ス
ー
バ
ー
ハ
ウ
ス
事
務
所
で
、
現
会

長

（金
丼
貞
雄
）
さ
ん
か
ら
先
代
の
事
や
、
最
近

の
状
況
な
ど
を
色
々
と
伺

っ
た
。

‐５
年
前
、
自
己
所
有
の
田
固
を
、
自
費
で
埋
め

立
て
、
芝
を
植
え
、
埼
玉
県
で
第

一
号
と
な
る
Ｇ

Ｇ
場
を
造
成
さ
れ
た
の
は
、
３
年
前
に
な
く
な
ら

れ
た
金
井
常

一
前
会
長
さ
ん
´
勿
論
当
時
造
成
さ

れ
る
時
か
ら
、
芝
植
な
ど
を
会
員
の
方
々
も
無
償

で
手
伝

っ
た
と
の
事
、
そ
の
会
員
さ
ん
方
々
も
現

）

在
で
は
３
４
０
名
と
か

′洩
谷
市
、
本
庄
市
を
は

じ
め
群
馬
県
か
ら
も
参
加
）
最
高
年
齢
者
は
９。
才

（仕
事
は
現
役
）
で
毎
日
プ
レ
ー
も
楽
し
み
、
月

例
大
会
な
ど
に
は
入
賞
も
あ
る
と
か
、
話
は
つ
き

る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

と
も
か
く
、
藤
円
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
場

は
、
行
政
の
力
も
借
り
ず
、
日
己
資
本
で
提
供
さ

れ
た
常

一
会
長
さ
ん
の
憶
出
を
語
る
現
会
長
も
ま

た
、
運
営
、
維
持
管
理
を
年
会
費
の
３
千
円
で
賄

っ

て
お
ら
れ
る
事
は
、
先
代
の
意
志
を
継
承
さ
れ
て

仲
々
大
変
だ
と
推
察
で
き
ま
す
。
。

平
坦
コ
ー
ス
８
ホ
ー
ル
ｃ
起
伏
コ
ー
ス
８
ホ
ー

ル
の
芝
の
手
入
れ
、
月
例
大
会
の
運
営
、
そ
し
て

地
域
の
色
々
な
役
職
も
精
力
的
に
こ
な
さ
れ
て
、

多
忙
な

．
Ｈ
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
現
会
長
さ
ん

は
、
ス
ポ
レ
ク
全
国
大
会
の
選
手
と
し
て
も
出
場

さ
れ
、
県
の
行
事
に
も
積
極
的
参
加
さ
れ
て
い
る
。

今
は
枯
れ
て
い
る
Ｇ
Ｇ
場
の
芝
も
、
春
と
も
な

れ
ば
緑

一
色
に
包
ま
れ
、
大
勢
の
人
々
の
歓
声
が

聞
か
れ
る
事
が
楽
し
み
で
す
。
足
非
こ
の
Ｇ
Ｇ
場

に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
と
の
伝
言
を
県
協
会
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

藤
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
場
の
住
所

。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
は
次
の
通
り
で
す
。

（註
、
藤
田
と
は
旧
藤
田
村
の
事
）

本
庄
市
宮
戸
１
８
８
３
　
藤
田
Ｇ

・
Ｇ
場

（
‐７
号
バ
イ
ハ
ス
の

「道
の
駅
岡
部
」
近
く
）

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

４

９

５

１

２

２

１

２

０

４

３

会

長

　

金

丼

貞

男

月  日 曜 日 行事内容及び概要 開催地

4月 1日～30日 平成18年度 (社 )日 本協会登録受付

4月 1日～30日 平成18年度県協会登録受付

5月 中旬 県協会会報発行

5月 23日 24日 関東地区23級指導者研修交歓大会 茨城県

5月 6日

予備日 7日 8曰

日曜日

月尺曜∃

県グラウンド ゴルフ祭 JЫ II辺 田]

5月 19日 土曜日 県協会理事会 さいたま市

5月 12日～13日 1級普及指導員講習会 東京都

5月 20日 日曜日 県総体「スポーツフエステイバルJ 熊谷スホーツ天化公ヨ

5月 27日

予備日 6月 2日

日曜日

土曜日

第19回 県夏季大会兼ねんりんピック

選考会 (6名 )発祥地大会 (4名 )

宮代町

6月 16曰～

6月 17日

土曜日

日曜日

上級指導者認定試験及び上級指導者

研修交歓大会 (宮古島大会 4名 )

鬼怒川

矢坂陸上競技場

6月 9日 ～10日 土 日曜 発祥地グラウンド ゴルフ大会 鳥取県

8月 25日 ～

8月 26日

土曜日

日曜日

第15回 関東地区

グラウンド・ゴルフ大会

千葉県成田市

9月 8日 ～

9月 9日

土曜日

曰l在 日

第20回

全EIIグ ラウンド ゴルフ交歓大会

広島県

9月 22日 (土 )

～25日 (火 )

日

曰

窪

荏

土

火

第20回スポレク祭(10名 )

スポレク あおもり2007
青森県

大鰐町

10月 20日 土曜日 県協会理事会 さいたま市

10月 21日

予備日 10月 27日

日曜日

土曜日

第18回 県秋季大会兼スポレク選考会

(青木一三杯)     (10名 )

さいたま雨

岩lll区

10月 末 県協会会報発行

11月 10日 (土 )

～13日 (火 )

土曜日

火曜日

第20回 ねんりんピック(6名 )

ねんりんピック しヽばらぎ2007
茨城県

鹿島市

11月 18日

予備日 11月 24日

日0窪 日

土曜日

第 2回県役員大会 幸手市

11月 下旬 南部中平杯宮古島大会 沖縄県宮古島

2月 初旬 県協会会報発行

1月 27日 ～

1月 28日

日曜日

用曜日

新春交歓大会 千葉県

犬吠埼

3月 22日 土曜日 平成19年度総会 表彰式 ソニックシティ

県協会後援事業

月 日 曜 日 行事内容及び概要 開催地

4月 7日 土曜日 小江戸川越大会 川越市

4月 8日 日曜日 さくら杯 幸手市

4月 14曰 土曜日 北彩大会 羽生市

4月 29日 土曜日 スポレク ねんりん参カロ者交歓大会 深谷市

5月 13日 日曜日 埼葛大会 栗橋田]

5月 20日 日曜日 カロ須さわやか大会 力□須市

9月 16日 日曜日 宮崎杯大会 力□須市

9月 30日 日曜日 埼葛大会 春日部市

11月 4日 日曜日 熊谷ふれあい大会 熊谷市

11月 土曜日 北彩大会 大利根田]

主管事業

月  日 3程 日 行事内容及び概要 開催地

5月 中旬 シルバースポーツ大会 |:谷 スli― ツ文'`公 E
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陥
鶏
機
構
磯
醸
隕
繁
膠
欝
鳳

お
か
げ
さ
ま
で
、
市
の
レ
ク
協
加
盟
団
体
の
な

か
で
は
、
会
員
数
だ
け
は
ダ
ン
ト
ツ
の
ト
ッ
プ
の

地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

現
在
連
盟
に
は
、

１８
団
体
が
加
盟
し
て
お
り
、

主
と
し
て
公
園
等
を
利
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
イ

し
て
お
り
ま
す
。

連
盟
の
主
催
す
る
大
会
は
年
３
回
、
市
の
教
育

委
員
会
主
催
の
市
民
体
育
祭
と
合
わ
せ
て
年
４
同

行

っ
て
お
り
、　
一
回
当
た
り
の
参
加
者
は
３
５
０

名
前
後
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
の
特
徴
的
な
こ
と
は
、
新
規
加
入
会
員
の

な
か
で
、
ふ
れ
あ
い
大
学
（旧
老
人
大
学
）
の
卒

業
生
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
ふ
れ
あ
い
大
学
の
部
活
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
、、コ
ル
フ
が
、
大
変
な
人
気
を
得
て
い
る
こ
と

が
原
因
の
よ
う
で
す
。

現
在
、
春
目
部
Ｇ
Ｇ
連
盟
の
抱
え
て
い
る
課
題

は
、
県
。
日
本
協
会
加
入
者
の
少
な
い
こ
と
で
す
。

昨
年
か
ら
新
し
く
山
本
栄

一
さ
ん
が
会
長
に
就
任

さ
れ
た
の
を
期
に
、
役
員

一
同
力
を
合
わ
せ
て
、

県
。
日
本
協
会

へ
の
加
人
を
強
力
に
推
し
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
江
戸
川
越
で

０７
新
春
の
つ
ど
い

広
報
委
員

真

田

矩

義

１
月
４
日
（
日
）
東
武
ホ
テ
ル
に
て
午
前
Ｈ
時

よ
り
、
加
藤
川
越
市
議
会
議
長
を
来
賓
に
迎
え
、

会
員
１
３
０
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

前
段
階
と
し
て
今
回
も
、
今
年
か
ら
「大
会
参

加
費
の
郵
使
振
込
み
」
や
「参
加
中
込
名
簿
の
電

子
メ
ー
ル
化
」
を
実
施
す
る
こ
と
等
協
会
活
動
計

画
の
説
明
や
研
修
を
行

っ
た
。

続
い
て
の
会
で
は
、
加
藤
市
議
会
議
長
の
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
、
会
員
の
健
康
と
活
躍
を
祈
念

し
て
乾
杯
を
行
い
懇
親
会
に
移

っ
た
ｃ

会
員
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
の
反
省
や
今
年
の
活
動
意

欲
を
語
り
合
い
、
和
気
合
い
合
い
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

な
時
間
を
渦
．、

イ
散
会
と
な
っ
た
。

川
越
市
会
員
と
し
て
今
年
初
の
大
会
に
な
る
４

月
７
日
の
「小
江
戸
川
越
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
、、コ

ル
フ
大
会
」
に
は
楽
し
い
ひ
と
時
が
す
ご
せ
る
よ

う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

断町△〓

北
風
が
吹
き
抜
く
雑
木
林
の
中
か
ら
歓
声
が
響

く
。
「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
だ
―
」
近
づ
く
と
、
若

造
り
の
高
齢
者
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
コ
ル
フ
に
興

じ
て
居
る
。
そ
こ
は
、
■
一芳
町
特
別
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
で
あ
る
。

林
の
中
に
、
１
コ
ー
ス
の
設
定
で
は
あ
る
が
、

本
と
地
形
を
旨
く
利
用
し
た
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
ｃ
木
と
木
の
間
を
縫

っ
て
、
坂
あ
り
木
あ
り
の

障
害
あ
り
、
楽
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
１
ホ
ー
ル

毎
に
表
示
が
有
リ
コ
ー
ス
は
利
用
し
易
い
。
こ
の

コ
ー
ス
は
、
運
動
公
園
の
脇
に
自
然
を
旨
く
利
用

し
た
自
然
公
園
を
設
定
し
た
時
に
、
完
成
し
た
。

三
芳
町
は
、
町
長
の
尽
力
と
福
祉
児
童
課
（当

時
）
の
高
齢
者
に
対
す
る
取
り
組
み
か
ら
、
１

町
会
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
コ
ル
フ

が
出
来
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
積
極
的
に
建
設
し
、
現

在
で
は
、
こ
の
地
域
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
、、コ
ル
フ
を
普
及
発
展
さ
せ
る
基
盤
と
な

っ
て

い
る
。
高
齢
者
は
、
空
い
て
る
時
間
を
旨
く
利
用

し
て
、
練
習
に
励
み
、
仲
間
の
交
流
を
深
め
て
居

る
。
し
か
も
１０
年
以
上
同
じ
コ
ー
ト
で
の
飽
き
と
、

違

っ
た
場
所
で
の
プ
レ
ー
を
と
言
う
声
で
、
生
ま

れ
た
特
設
コ
ー
ス
で
あ
る
。

全
国
的
に
、
こ
ん
な
に
多
く
の
地
域
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
あ
る
の
は
、
珍
し
い
と
他
県
か
ら
の
見
学
者

も
多
い
。
た
だ
公
式

コ
ー
ス
で
は
無
い
が
、
多
く

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
、、コ
ル
フ
仲
間
が
、
交
流
で
き
る

事
は
競
技
人
員
を
発
展
さ
せ
る
大
切
な
コ
ー
ス
と

考
え
る
　
今
日
も
、
各
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
一ト

マ
リ

一
の
声
が
聞
こ
え
る
。

）

」
｀
23

グ

ツ
ド
シ
ョ
ツ
ト
の
声
受
け
て

ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー
に
興
じ
れ
ば

ウ
れ
し
さ
、
た
の
し
さ
声
弾
む

ン
も
味
方
の
Ｇ

・
ゴ
ル
フ

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
ホ
ー
ル
イ
ン

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
旗
ゆ
れ
て

ル
ー
ム
リ
ン
ク
の
マ
イ
ボ
ー
ル

フ
レ
ン
ド
シ
ツ
プ
の
輪
を
描
く

第
２２
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
に
つ
い
て

県
協
会
で
は
平
成
２‐
年
度
に
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
会
員
の
皆
様
よ
り

大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
左
記
の
要
領
で
募
集
致
し
ま

す
の
で
奮
っ
て
応
募
下
さ
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

「」

０
募
集
期
間
　
平
成
１９
年
３
月
３‐
日
（土
）
〆
切

②
内
　
　
容
　
自
由

０
応

募

先

田
記
入
内
容
　
０
氏
名
　
②
市
町
村
名
　
０
ス

ロ
ー
ガ
ン

②
応
募
先
　
一Ｔ
３
４
５
１
０
０
１
６

久
喜
市
東
２
丁
日
８
番
‐７
号

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ヽ
コ
ル
フ
協
会
事
務
局

０
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き

０
応
募
数
　
１
人
何
件
で
も
応
募
可
能
で
す
。

●
入
選
に
つ
い
て

０
優
秀
作
品
１
点
（全
国
大
会
冊
Ｆ
記
載
）

②
人
選
作
品
１
点

０
仕
作
１
点

入
選
さ
れ
た
方
は
公
表
し
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た

し
ま
す
．
尚
、
表
彰
は
夏
季
大
会
の
会
場
で
行
い
ま
す
。

春

日
部

ＧＧ
連
盟
が
設
立
さ
れ
た

の
は
、
昭
和

五
十
九
年

で
県
内

で
も
か
な
り
早

い
ほ
う

で
し

た
。設

立
以
来
１３
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
青
柳
啓

治
さ
ん
に
伺

っ
た
と
こ
ろ
、
当
時
故
青
木

一
三
先

生
（早
大
教
授
。
県
体
育
指
導
委
員
長
）
が
市
内

に
住
ま
い
を
構
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
コ
ル
フ
の
普
及
は
ま
ず
市
内
か
ら
と
い

う
お
考
え
で
、
日
本
協
会
の
事
務
局
上
戸
塚
員
佐

子
さ
ん
を
連
れ
て
来
ら
れ
、

２。
数
名
が
直
接
に
講

土事

実
技
の
研
修
を
受
け
た
の
が
は
じ
ま
り
と
の

こ
と
で
し
た
。

当
時
は
、
皆
さ
ん
意
気
盛
ん
で
、
全
国
大
会
を

は
じ
め
、
各
種
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

平
成
６
年
の
連
盟
設
立
１０
周
年
記
念
大
会
は
、

東
武
鉄
道
の
バ
ッ
ク
ア
ツ
プ
を
得
て
、
列
車

一
輛

を
借
り
切
り
、
二
泊
三
日
の
大
会
を
鬼
怒
川
温
泉

で
行

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
連
盟
の
会
員
数
は
７
１
０
名
で
す

が
、
こ
れ
は

一
昨
年
１０
月
旧
庄
和
町
と
の
合
併
に

よ
り
、　
一
気
に
１
０
０
名
ば
か
り
増
加
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

リレ
フ

曇 75
員 在 ラ
生 る ウ
田

轟 γ

〒
町

1

グラウンド|ゴルフ讃歌
‐

加須市協会 斉 藤 みのる (イ ラストも)


